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研　　究

はじめに
　ラーニング・コモンズの定義や事例紹介，構成
要素のモデルなどについては，すでに内外のさま
ざまな文献が論じており，多くは学習支援のため
の施設・設備として位置づけている。しかしそこ
には， 大学などの高等教育機関（以下，総称して
「大学」という）の教育の場としての可能性があ
るとともに，図書館の居住性を高める役割をもっ
ていることが多い。
　本稿ではまず，わが国におけるラーニング・コ
モンズ論の議論とその具体化の動向を中心に，学
生の自主的学習の場，教育のオープン化にともな
う新たな教育の場，大学における生活の場という
3つの観点からその意義を考察する。そして，ラー

ニング・コモンズの構成要素を示したのち，ラー
ニング・コモンズの本質は，ICT（Information and 

Communication Technology）時代における情報リ
テラシー／オープン教育を実現するための基盤施
設（インフラ）であることを論じる。

1 ．学習の場としてのラーニング・コモンズ
1 . 1  自主的学習の場としての図書館とラーニン
　　　グ・コモンズ
　大学の図書館は本来，自主的学習の資料と場
を提供するという機能をもっている。ICT時代と
なった現在，その環境における学習を支援する施
設・設備として生まれたのがラーニング・コモンズで
あるというのが，わが国での一般的見解であろう。

ラーニング・コモンズの本質：ICT 時代における
情報リテラシー／オープン教育を実現する基盤施設としての図書館
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　わが国ではじめてのラーニング・コモンズの動
向レビュー文献以降，その基本的な見解は一貫し
ているといってよい。再度確認すると，ラーニン
グ・コモンズとは「学生が自主的に問題解決を行
い，自分の知見を加えて発信するという学習活動
全般を支援するための施設とサービス・資料を提
供する必要」から設置したものなのである。また
特に，「図書館のインフォメーション・コモンズ
を多く利用するのは学部学生となり，図書館はそ
こに限定したサービス展開を行うことができるよ
うになった」のがラーニング・コモンズの特色で
ある 1）。
　この「自主的学習を支援する」，「学部学生に限
定する」という立場は，その後のラーニング・コ
モンズに関連する文献でも継承される。例えば，
永田氏が代表である報告書では，「ラーニング・
コモンズとは，従ってインフォメーション・コモ
ンズをさらに展開して，学生の主体的な学習活動
を重視したものだといってよい」と論じている。
さらにインフォメーション・コモンズとの差別化
については，「とくに学生の学習・研究活動を向
上させ十分な成果を獲得させるには，学生が必要
とする人的支援が必要であり，そのような支援が
備わっているインフォメーション・コモンズがと
くに高い評価を得ている。これらがときに『ラー
ニング・コモンズ』と呼ばれることもある」と解
説している 2）。
　井上氏も，ラーニング・コモンズは「『学習の
場』としての図書館，創造的空間としての図書館
を取り戻そうとする動きの中から生まれた」と論
じ，さらに次のように大学における学びの変化に
も着目している。「大学では（中略）一方的に講
義を聴く従来の教育方法から脱皮し，グループ討
議などコミュニケーション能力を重視して，問題
を解決していく学習方法が注目を浴びている。つ
まり，『学びの身体技法』を知り，充実した学習
体験を得られる場，これを図書館が提供したいの
だ」と，図書館が学生に対して教育的機能を果た
す可能性についても言及している 3）。

1 . 2  ICT 時代における学習教材・情報資源
　図書館資料としては，いち早く ICT化した電子
ジャーナルや二次情報データベースをはじめとし
て，今や電子ブック，電子的レファレンスなど学

習教材に事欠かない状況となってきている。機関
リポジトリの進展も，学習教材を豊富にしていく
という意味で有意義である。
　以上のような図書館が収集する情報資源のほか
にも，教員が提供する電子シラバスや電子的教材，
eラーニングのコンテンツや語学自習教材などの
普及状況も視野にいれる必要がある。学生は，レ
ポートなどの学習課題の作成の際だけではなく，
学習そのものを ICTで行わなければならない状
況となりつつあるからである。図書館でも，各大
学での VLE（Virtual Learning Environment：仮想
的学習環境）の導入状況・活用状況も確認して，
学生がどのような学習行動をとっているかを知っ
ておかなければならない。そして，VLEという
学習環境を利用できるような，施設・設備を十分
に備える必要があろう。
　このことは，「（英国の調査報告書に）eラーニ
ングの整備を促す戦略として，回答した高等教
育機関の 74％が「図書館／学習情報資源」をあ
げたことが示されている。これは，「授業と学習」
戦略の 95％に次いで第 2位であり，学生の自立
的学習を保証するためには，VLE利用において
適切な図書館および学習情報資源の誘導が重要で
あるという認識に基づくものといえよう」と述べ
るわが国の報告書の見解とも，相応するものであ
ろう 4）。

1 . 3  自主的学習を支援するサービスの展開
　筆者は，図書館が情報検索にとどまらず，本来
の情報リテラシー教育を行う役割を果たすべきこ
とを主張してきた。 その一つの手法として，レ
ポート作成を起点とした情報リテラシー教育の再
構築を提唱し，実践している 5）。
　大学教育の中で，学生に適切なレポート作成法
を教授することは，適切に情報源を活用できる学
生を育てるために必要不可欠である。しかし，正
規の授業の中に標準的なレポート作成法の講義を
実現するには，教育カリキュラムの改善検討・企
画立案などの多大な労力と時間がかかってしま
う。むしろ，図書館の講習会や相談サービスとし
て実施する方が，機動的であり実際的であると考
えている。
　金沢工業大学のライブラリーセンターでは，ラ
イティングや学習支援のサポートを行っていると
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いう。近年では，東京女子大学や立教大学などの
図書館がレポート作成や学習支援のサービスを開
始している。このように教員や学生と協同した新
たな学習支援サービスの展開は，ラーニング・コ
モンズの重要な構成要素であると考える 6）。
　さらに，語学という特定の分野であるが，神
田外語大学の SALC（Self-Access Learning Center）
におけるラーニングアドバイザーサポートは，
優れた学習支援サービスとなっている。学生は
SALCに常駐するアドバイザーに相談できるとと
もに，自主的に学習を進めるプログラム「BASIL」
で自らの学習計画を立てることができる。「モ
ジュール」という各種学習パッケージで，自分の
弱点を克服することもできる。その他，語学教材
や視聴覚資料も備え，施設内での会話は英語に限
定したこのセンターは，総体として「自立型学習
者」を育成する最適のラーニング・コモンズとなっ
ている 7）（写真 1，2）。

2 ．教育の場としてのラーニング・コモンズ
2 . 1  高等教育のオープン化
　ラーニング・コモンズの動向とともに，近年注
目すべきはアクティブラーニングの動向である。
東京大学のアクティブラーニングの取り組みの中
で，その学習を展開する施設・設備としてのスタ
ジオが，ラーニング・コモンズと一部類縁の機能
をもっているからである 8）。
　大学では今，一斉授業により教科書の知識を教
え込む講義形式の授業から，体験学習・総合学習
により多様な学習メディアを使って，個性を尊重
し主体的に学ぶ教育への展開を図っている。例え
ば東京大学の提唱するアクティブラーニングは，
「『読解・作文・討論・問題解決などの活動におい
て分析・統合・評価のような高次思考課題を行う
学習』であり，学習者が能動的に授業に関与する
必要があるので，『アクティブラーニング』と呼
ばれている。ひらたくいうと，単純に知識を記憶
するだけでなく，深く考えさせる活動を授業の中
に組み込むということ」なのである 9）。
　じつは，現代の大学で進展しているこのような
取り組みは，小中高の学校教育では早くから採
り入れられており，「教育システムのオープン化」
として認知されている。従来の学校が「生活集団
や学級集団が固定され，内容や方法が画一化され
た一斉指導中心の教育システムをとっていた」の
に対し，オープンな教育システム（以下「オープ
ン教育」という）では「内容が総合的，選択的と
なり，方法として集団・時間・形態・場所等を弾
力化することにより，一人一人の興味，進度，発
達度等の違いに対応するとともに，自ら学ぶ力の
成長や個性の伸長を図ることが目的とされ」てい
るのである 10）。（図 1，2）大学で進展している

写真 2　SALCの語学教材

写真 1　神田外語大学 SALC
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学習支援 主体的学習

多様な教材 課題学習

弾力的構成 個別進度

ICT機器 多様なメディア

チーム制 複数の先生

図 1　教育システムの変化（1）
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オープン教育もしくはアクティブラーニングの動
向は，学校教育での試みの延長線上にあるものと
位置づけられるであろう。

2 . 2  オープン教育に対応した施設・設備
　それでは，オープン教育に対応して，どのよう
な施設・設備が求められるのであろうか。
　従来の学校では，固定的な教室だけが教育の場
で，画一的な個人の机と椅子という家具だけで
あった。一方，オープン教育に対応した施設・設
備としては，「チームティーチングが展開しやす
く，教室まわりへの多様な学習メディア・家具の
配置が大切」であり，「教室の高機能化，自由度
の高い学習スペースの確保，図書館・コンピュー
タ教室を中心とした全校の情報化，教室相互の有
機的な関係，管理諸室の再構成等が課題となる」
のである 10）（写真 3，4）。
　わが国の学校施設では，1980 年代頃からこの
ようなオープン教育への対応がはじまっている。自
由度が高く変化のある学習空間で，多様な家具を
配置し，多彩な学習メディアを活用した授業が展
開できるような施設設計となっているのである11）。
　このような学校全体のオープン教育対応は，近
年の学校図書館の施設・設備にも影響を及ぼし，
学校図書館自体もオープン化を進めることとなっ
た。例えば，恵泉女学園中学・高等学校の図書館
に相当するメディアセンターでは，「図書・オー
プンスペース」と呼ばれる閲覧室のほかに，2つ
の学習室，2つのコンピュータ教室，そして放送
室まで備えている。このメディアセンターでは，
生徒が自主的に学習するだけではなく，そこで
オープン教育に対応した授業を行うことが可能な

施設として設計されている（写真 5，6）。
　玉川学園のマルチメディアリソースセンター
（MMRC）も同様に，2つのマルチメディアシア
ター，オープンスペース，コンピュータ・メディ
アラボなどの多様な施設を備え，多様な教育に対
応できるようになっている 12）。

固定教室

固定的な教育システム
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個人机・いす単調な教室
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「日本建築学会編，建築設計資料集成．総合編（平成13）」を参考に作成

弾力的な教育システム

大中小教室 多様な教室

多様な家具 豊かな学習環境

学校全体が
学習の場

開かれた連続的
な学習空間

図 2　教育システムの変化（2）

写真 4　可動的な教室

写真 3　固定的な教室

写真 5　恵泉女学園メディアセンター
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2 . 3  大学図書館のオープン化
　大学教育のオープン化が今後さらに進展するこ
とを想定すると，大学図書館もそれに対応した施
設・設備を備えなくてはならないと予測している。
すなわち，自学自習の場・学習の場としてだけで
はなく，教員がオープン教育を実施できる場とし
ての「教室スペース」の必要性が高まると考えて
いるのである。
　なぜならば，学生に自主的能動的な課題解決型
学習を行わせるには，大学図書館が提供する多様
な学術情報こそがもっとも重要な情報源であるか
らである。それらの情報源を活用しつつ，主体的
な学習行動をさせるには，講義室ではなくて図書
館がもっとも適切な教育の場となりうると考えて
いる。
　1989 年に情報化社会における情報リテラシー
の重要性を指摘した著作『情報を使う力』でも，
図書館が最適の教育の場であることを論じてお
り，この見解は，とりわけ目新しいものではない。
すなわち，「図書館はすべての学問分野の知識が
有意味な枠組みの中で関連づけられている場であ
る。図書館は卒業した学生が働き，生活していか
なければならない情報環境のモデルを提供する。
また図書館は無限の情報宇宙における問題解決の
ための自然環境」なのである。この著作の刊行か
ら約 20 年経た現在，図書館は ICT技術をそなえ
たラーニング・コモンズという衣装を身につける
ことで，「教室と図書館とのギャップを埋め」る
ための施設・設備として，生まれかわることがで
きたのである 13）。
　既に国際基督教大学のオスマー図書館では，マ

ルチメディアルームを設置しており，幅広い分野
の授業で利用しているという 14）。今後はそのよ
うな固定的なマルチメディア教室だけではなく，
東京大学のアクティブラーニングスタジオのよう
に，レイアウトが自由で多彩な家具を備えた教室
が，大学図書館の中に出現することになるであろ
う。
　前述の神田外語大学の SALCでは，ブレンデッ
ドラーニングスペースという多機能型教室 6室を
併設している。ここは，本格的な映像・音響設備
を備え，家具のレイアウトが自由で，授業の様子
がひとめで分かるガラス張りの空間となってい
る。さまざまなスタイルの授業や，公開講座など
の社会貢献活動にも活用されている。また SALC

内にある ELI（English Language Institute）ラウン
ジでは，ソファでくつろぎながら 38 名のネイティ
ブ・スピーカーとコミュニケーションを楽しめる
ようになっている。ラウンジまでもが，オープ
ン教育の場として機能しているのである。1階に
PCエリアやスタジオ，製作ルーム，プレゼンテー
ションルーム，マルチパーパスルームなどを備え
たメディアプラザを併設するこの建物「SACLA」
は，現時点でのラーニング・コモンズの到達点を
示す施設であると考える（写真 7，8，9，10）。
　さらに SALCでは，ワークショップを開催した
りオリジナル教材を作成したり，またオンライン
のライティングセンターを開設したり，教育を支
援する幅広い活動を展開している。施設・設備の
みならず，サービス面でも教育に深く関与する組
織となっているのである。

写真 6　同センター内の教室

写真 7　ブレンデッドラーニングスペース
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3 ．生活の場としてのラーニング・コモンズ
3 . 1  大学における生活の場
　ラーニング・コモンズを語るとき，カフェやラ
ウンジなどの居住性を高める要素が着目されてい
る。この居住性という視点から，ラーニング・コ

モンズを検討してみることとしたい。
　大学についての考察の前に，小中高校における
ラーニング・スペースについて確認し，比較の対
象としてみよう。小中高校では，基本的に生徒
はクラスルームもしくはホームルームをもってい
る。そこを学校における生活の場（コミュニティ）
としながら，その教室で授業を受けることとなる。
あとは各科目の必要に応じて体育館や理科・音楽
などの教科教室，パソコン実習室，図書室などに
移動して学習する。生徒の行動は，居住性の高い
生活の場である教室と，学習支援機能が高い教室
の間の行き来となっている（図 3）。

　これに対して，大学における学生の生活の場は，
次のようになっている。分析の対象は，主に低年
次の学部学生とする。高年次となり所属する研究
室が確定すると，研究室が居住の場となることが
多く，その行動様式が大きく変化するからである。
　学部学生が多くの時間を過ごすのは，何よりも
講義室（教室）である。ここで授業の時間を過ご
しつつ，休み時間に他の講義室や体育館・教科教
室・パソコン実習室などに移動する。時間があれ
ば図書館や自習室で学習するであろう。また，昼
食時には食堂やカフェなどを利用する。学部学生
の行動は，居住性のあまり高くない講義室・自習
室と，同じく居住性があまり高くない各教室の間
の行き来となっている。（図 4）
　ここで学校と大きく違うのは，大学生にとって
居住性の高いスペースが大学に欠如しているとい
うことである。 学部学生には，クラスルームや
ホームルームのような生活の場（コミュニティ）
が存在しないのである。

写真 9　メディアプラザ

写真 8　ELIラウンジ

写真 10　神田外語大学 6号館 SACLA

教科教室

PC教室

クラスルーム
ホームルーム

図書室

居住性

学習支援性

体育館

生徒の行動

食堂

図 3　学校のラーニング・スペース
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　このような状況の中で登場したラーニング・コ
モンズは，大学の中で居住性を備えたラーニング・
スペースとして歓迎されるのは，当然のこととい
えよう。自主的な学習もでき，ゆっくりとくつろ
いだ時間も過ごせ，仲間たちとのコミュニティで
利用できるのであるから。
　米国の図書館を見聞してきた江上氏は，この辺
の事情を次のように断じている。「要するに，そ
れまで学生にとって長時間集中して学習できる居
場所がほとんどなかったところへ，場所，機器，
人的サービスのそろった LC［ラーニング・コモ
ンズ］が誕生した，ということになる。その成
功はあらかじめ約束されていたようなものだろ
う」15）。

3 . 2  キャンパス計画の視点
　このようにみてくると，実はラーニング・コモ
ンズのような機能を果たすスペースの必要性は，
大学図書館だけの問題ではないことに気がつくで
あろう。それは図書館だけの問題ではなく，何よ
りもキャンパスとしての学部学生の生活環境づく
りの問題なのである。この点を看過しないで，大
学全体として学部学生のためのキャンパス計画を
検討する必要があろう。ラーニング・コモンズは，
そのための一つの解決策と位置づけることができ
るのである。
　そしてその具体的な解決策は，事情を異にする
キャンパス毎に適切に企画する必要がある。単な
る図書館の活性化策としてではなく，キャンパス
のどこにどのような施設・設備が必要なのかとい
う視点で，適切な判断をするべきであろう。この

点に関しても江上氏は，前述の文献で次のように
的確にコメントしている。「昨今話題となりがち
な LCや図書館カフェだが，たんなる図書館生き
残り策としてではなく，キャンパス内やその周辺
を含めて，学生の居場所がどこにどれだけあるの
か，学生の生活と行動に見合っているか，全体の
バランスの中で議論すべき問題ではないだろう
か」。このように大学生，とりわけ学部学生の生
活への問題意識をもつことが，ラーニング・コモ
ンズの立案のスタートポイントであると考える。

3 . 3  大学のコミュニティを形成する場
　以上のような居場所としてのラーニング・コモ
ンズは，大学におけるコミュニティを形成する場
としての可能性も秘めている。なぜならばそこに
は，図書館員という人的資源が常に存在するから
である。
　情報リテラシー教育という場面で学部学生を支
援することも必要であるが，これからは学生の生
活を支援するような役割も重要となるであろう。
「図書館員は評価しない教師」という言葉がある
が，経験豊富な大人として，学部学生が安心して
相談できるような人材とサービスを望みたい。
　ワシントン大学に勤務するヨコタ氏は，「学部
生に，『安心感と帰属感を得られる居場所』を提
供できるように努めている」と述べている。そし
て，「広大なキャンパスの中で孤立感を感じずに，
そこに行けば友人がいる，自分の将来の成功を願
い，笑顔で自分を迎え，勉学を助けてくれる大人
（ライブラリアン）が必ずいるという安心感を提
供したいと願っている。図書館は学生にとって集
いの場所以上の『第二のホーム』でありたい」と
希望している 16）。
　一方，東京女子大学の学生協働サポーターやお
茶の水女子大学のアドバイザーなど 17），学習支
援の場であるラーニング・コモンズの活動の中で
も，学生と教員が，そして学生と図書館職員が交
流し，ひとつのコミュニティを形成することがで
きるのではないだろうか。そのような思いをもち，
ラーニング・コモンズの理想を求めて行きたいと
考えている。

講義室

教科教室

PC教室

自習室
クラスルーム
ホームルーム

居住性

学習支援性

図書館
体育館

学生の行動

食堂

居住性の欠如

LC
居住性と学習支援性
を提供する役割

図 4　大学のラーニング・スペース
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4 ．ラーニング・コモンズの構成要素
4 . 1  コンテクストに応じた構成要素
　ラーニング・コモンズの構成要素を議論するむ
きもあるが 18），「 3 . 2 」に述べたようにそのキャ
ンパスのおかれた状況，いわばキャンパスのコン
テクストに応じて，必要な構成要素を検討する必
要がある。すなわち，ラーニング・コモンズに多
種多様な事例はあるにせよ，標準的・規範的なモ
デルといったものはありえないのである。
　それにしても，コンテクストに応じて必要な構
成要素を検討するためにも，想定できる構成要素
の例を示すことには意味があろう。以下，本稿の
構成に従い学習・教育・生活という 3つの場面に
区分けして，その構成要素を示すこととしたい。

4 . 2  施設・設備と資料
　学習の場としてのラーニング・コモンズには，
共同学習スペース（グループ学習室）や PCクラ
スタ（PC学習スペース），プレゼンスペースとい
う構成要素がある。図書館カウンターも学習を支
援する設備となる。参考図書などの図書館資料は，
自主的学習を支援する情報源として活用される。
　教育の場としては，PC教室や ICT機器のほか，
オープンスペースや PCクラスタ，プレゼンス
ペースなども構成要素として機能しうる。教育の
場では，図書館資料も最大限に活用される。
　生活の場としては，ラウンジやカフェ・食堂，
自動販売機・ショップなどが構成要素となる。 

オープンスペースも生活の場となろう。軽雑誌・
軽読書用の資料や映像資料などが，学生の生活を
潤すものとなろう。（図 5）

4 . 3  サービス
　これらの施設・設備と資料を構成要素と位置づ
けたところで，次にそれらを活用したサービスも
ラーニング・コモンズの構成要素として示すこと
にしたい。施設・設備や資料などのハードウェア
だけではなく，サービスもラーニング・コモンズ
の重要な構成要素だからである。
　学生の学習活動を支援するものとしては，従来
型のレファレンスのほかに，学習アドバイス，ラ
イティング支援などのサービスが考えられる。
　ラーニング・コモンズを活用した教育活動とし
ては，授業そのもののほかに，講習会，IT支援
が考えられる。また，オープンスペースなどを活
用した発表会や展示会などの各種イベントも，一
つの教育的活動といえよう。
　生活に関わる活動としては，オープンスペース
を使ったサークル活動や地域交流活動などが考え
られる。さらに今後は，「 3 . 3 」に述べたような
学生に対する生活アドバイスなどのサービスも考
えられるのではないかと思っている。（図 6）

　このように，各キャンパスで必要とするサービ
スを検討し，学生に対して最大限提供するのが
ラーニング・コモンズの使命であるともいえる。
ICT時代において再び，図書館としてできる限り
の学生志向サービスを再構築する場が，ラーニン
グ・コモンズなのではないだろうか。

生活の場

学習の場 教育の場
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図書館資料
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各々の状況に応じた
施設・設備が重要

図 5　ラーニング・コモンズの構成要素
（施設・設備，資料）　　　
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図 6　ラーニング・コモンズの構成要素
（サービス）　　　　　　　
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5 ． 情報リテラシー／オープン教育を実現する基
盤施設としての図書館

5 . 1  大学教育の目標としての情報リテラシー
　今や情報リテラシーは，「情報の必要性を判断
し，アクセスし，評価し，効果的に利用すること
ができる能力のことである」19）というように，汎
用的で自立的な学習能力であることが広く認知さ
れている。にもかかわらず，わが国の大学教育の
現場では，いまだ情報リテラシーとはコンピュー
タリテラシーと同義という誤解のもと，本来の情
報リテラシー教育が体系的に行われることは少な
い。文部科学省の『学術情報基盤実態調査結果報
告』にも「情報リテラシー教育」という調査項目
があるが，内容はコンピュータ利用教育となって
いる 20）。
　真に重要なのは「情報を使う力」であり，コン
ピュータやインターネットを使う技術なのではな
いことは，早くから図書館界では認知されていた。
「コンピュータは実際のところ，単なるもう一つ
の情報源に過ぎないのであり，コンピュータ技術
は情報の蓄積とアクセスの単なるもう一つの手段
なのである。人々が本当に学ぶ必要がある事柄は，
特定の問題解決のために，いつ，どのように，コ
ンピュータおよびコンピュータに蓄積されている
情報を用いるかということである」21）。現在なら
ば，この「コンピュータ」を「インターネット」
もしくは「ウェブ」と置き換えても，十分同意で
きる論旨であろう。
　情報リテラシーとは，どの分野にも通用する自
立的な学習能力であり，それは生涯活用できるも
のなのである。社会人となったときこそ活きるこ
の情報を使う技能こそ，本来大学教育で習得する
べき目標なのである。この技能には「いかに効果
的に，効率的に問題解決および意志決定のために
必要な情報を見つけ出し，利用するかということ
が含まれ」，「そのような技能は個人の活動はいう
に及ばず，職業面においても幅広い応用力を有す
るものである」22）からなのである。

5 . 2  図書館を中心とした情報リテラシー
　この情報リテラシーを獲得するためには，図書
館という情報基盤を最大限に利用した，言い換え
ると「図書館を中心にとりこんだ」学習がもっと
も効果があると考える。これは，前出の『情報を

使う力』の見解であるが，筆者の eラーニング授
業の実践結果からも実証できたことであった 23）。
図書館を中心にとりこんだ情報リテラシーの学習
には，次のような潜在的価値があるという 24）。
① 自立的に問題解決を行う図書館中心の学習
は，膨大な情報の中から自主的に情報を選
択する学習能力を獲得させる

② 図書館における調査経験は，学習プロセス
の当初から最後まで，情報を探索して整理
し，それに基づき能動的に行動する能力を
養う

③ 生涯を通じ，不断に変化する情報から，必
要な情報を見つけ出すための探索術を習得
できる

④ 問題解決による発見型の学習は，教員から
与えられるプレッシャーがなく，学習効果
が高い

⑤ 学生の多様な能力や関心に対応して，図書
館は多様な資料を提供することができる

⑥ 図書館の多様なメディア資源と学習環境は，
学生の嗜好する多様な学習スタイルに適合
する

　このようにして習得する情報リテラシーは，図
書館という「卒業後も引きつづき利用可能な情報
源に基づいて組織されるべき」25）であり，そのよ
うにしてはじめて生涯活用できる能力となるので
ある。

5 . 3  情報リテラシーとオープン教育
　ここまで論じてくると，図書館界で議論してき
た「情報リテラシー」の理念と，教育界で進めて
きた「オープン教育」の理念が，きわめて類似し
ていることに気がつくであろう。あらためて確認
すると，オープン教育とは，次のような理念に示
されるものである 26）。
① 教授より学習に重点がおかれるべきである。
② 学習者は一人の人間として取り扱われるべ
きである。

③ 教育は学習者の個性と独自性を維持するよ
うに務めるべきである。

④ 学習者の思考力の発達を図ることが基本で
ある。

⑤ 学習者自身の現実との関連において学習は
考えられるべきである。
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　このように，オープン教育は学習者の自主的学
習に重点をおき，一人一人の個性と独自性を尊重
するものである。そして，思考力の発達を図るこ
とを基本とし，学習者の興味や関心にそって多様
な教材により学習をすすめるものなのである。
　「 2 . 1 」での論述もふまえて，情報リテラシー
とオープン教育を対比すると次のようになる（図
7）。情報リテラシーが学習を「情報」という視
点でとらえているのに対し，オープン教育は広く
「学び」という視点でとらえている点に違いがあ
る。しかし，それは教育段階の違いによる視点の
異なりにすぎず，本質的に両者は同方向の理念な
のである。このことは，すでに学校教育において
は，学校図書館を活用したオープン教育が，優れ
た実績をあげていることからも明白である 27, 28）。

　つまり，情報リテラシーが目標となる能力側か
ら展開した理念であるのに対し，オープン教育は
プロセスである教育手法側から展開した理念なの
である。この 2つの理念は，おそらくは目標もプ
ロセスも共有できるものであり，協同して研究・
開発するべきものであろう。この点については，
図書館学と教育学の研究者による，なお一層の調
査・研究を期待したい。
　さて，ラーニング・コモンズとは，学生の自主
的学習の場，教育のオープン化にともなう新たな
教育の場，大学における生活の場という意義をも
つことをみてきた。すなわち，ICT時代における
大学生の，学習・教育・生活の全般を支援する施
設・設備であった。そして一方，大学教育で目標
とすべきは情報リテラシーであり，大学教育でと
るべき手法がオープン教育であった。
　ゆえにラーニング・コモンズは，情報リテラシー

もしくはオープン教育を，最適に実現する基盤施
設に位置づけられると考える。学生の自主的「学
習」も大学における「生活」も，広い意味での「大
学教育」に含まれるといってよいからである。ラー
ニング・コモンズは，ICT時代における情報リテ
ラシー／オープン教育を実現する基盤施設という
ことになるのである。

6 ．おわりに
　ラーニング・コモンズとは，ICT時代における
大学生の学習・教育・生活活動を，各大学もしく
はキャンパスのおかれたコンテクストに応じて，
最適に支援すべき場であることを考察してきた。
そしてラーニング・コモンズの本質は，情報リテ
ラシー／オープン教育を実現する基盤施設である
との結論にいたった。
　このことからも，大学の教育という目的のため
に，私たちは不断に，どのような施設・設備が必
要であるか，どのような図書館資料が必要である
か，そしてどのようなサービスが必要であるかを
考えていかなければならないのである。
　そして，ラーニング・コモンズの活動を契機に，
図書館が大学教育の中心であることを再認識し，
図書館および図書館員は大学教育への関与を深め
ていくべきであろう。そして，ラーニング・コモ
ンズを含めた図書館全体が大学教育の中心に位置
する意味について，広く学内の理解をえていく努
力をしなければならないのである。
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